













































き換え、合計 41 項目の尺度原案を作成した。 
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第 2 段階：暮らしやすさ尺度の作成と信頼性・妥当性の検討 
60 歳以降に脳血管疾患により失語症となり、現在、自宅で生活している人の家族を
対象に質問紙調査を実施した。データ収集は、全国の 51 の失語症友の会、デイサービ
ス 6 施設、および 6 病院で行った。  
調査内容は、対象者の属性と暮らしやすさ尺度原案、妥当性検証のため、GHQ 精神健






分析は、IBM SPSS Statistics Base22.0J for Windows、IBM SPSS Amos 22.0J for Windows






調査票は、885 部配布し 315 部（回収率 35.6%）回収された。このうち、選定条件に
合わない対象者や未記入項目のある調査票は除外し、199 部（有効回答率 22.5%）を解
析対象とした。 
高齢失語症者の家族は約 9 割が女性で年齢は 67.0±8.7 歳、失語症者との続柄は約 9
割が夫婦であった。介護期間は 71.0±54.8 ヶ月であった。失語症者は平均 72.8±5.6
歳であり、約半数が実用的な言葉を話すことができない重度の失語症であった。 
尺度の作成はまず、I-T 相関や質問項目間の分析により 10 項目を除外し、31 項目で
探索的因子分析（主因子法、プロマックス回転）を行った。分析を繰り返し、最終的
に 5 因子 21 項目の質問項目を採択した。尺度全体の Cronbach’s α 係数は 0.841 であ
り、下位尺度は、第１因子より順に 0.786、0.758、0.789、0.671、0.693 であった。
抽出された第 1 因子（6 項目）は【失語症者との関係性の深まり】、第 2 因子（5 項目）
は【言葉を介した言葉の理解】、第 3 因子（3 項目）は【失語症者のための奮闘】、第 4
因子（4 項目）は【生活のゆとり】、第 5 因子（3 項目）は【周囲からの大変さの理解】
と命名した。5 因子のうち、第 1、2、3、5 因子は、仮説的構成概念とほぼ同様の構造
であったが、第 4 因子は複数の領域の質問が混在していた。確認的因子分析による 5
因子構造のモデルの適合度はχ2=266.48、df=180、p=0.000、GFI=0.883、AGFI=0.850、
CFI=0.916、RMSEA=0.051、AIC=368.48 であった。基準関連妥当性は、暮らしやすさ尺






















審 査 結 果 の 要 旨 
 





























以上により、本論文は、学位規則第 4 条 1 項に定める博士（看護学）の学位を授与
するに値するものであり、申請者は看護学における研究活動を自立して行うに必要な
高度な研究能力を有すると認められ、論文審査および最終試験に合格と判定する。  
